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ご 挨 拶

株式会社 松村合金ダイス研究所

代表取締役 松村 謙三
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経 営 理 念

一、私達は心豊かな生活をおくる為の会社づくりを目指し、

共に悩み、考え、学び、喜べる関係を作ります。

一、私達は日々進歩する技術に積極的に取り組み、

お客様からの信頼を得るもの創りを行い、共に事業の

永続的繁栄を目指します。

一、私達は「もの創り」を通して、地域社会と共に歩める

会社創りを考えます。

ごあいさつ

コロナも２類から５類に変更になり少しは落ち着きを見せるのかと

思っておりましたが、新規感染者数は増加傾向にあります。今後も感

染予防対策をしっかりと行わなければなりません。またロシアのウク

ライナ進行による世界情勢の悪化もあります、石油の値上がりからく

る電気料金の値上がり、ガソリンの値上がりをはじめあらゆる物の高

騰です。これらの問題は今後当社にも経営的に大きな影響を与え続け

ます。自動車の関連もハイブリット、EVの比率も大きくなってきま

した、当社の製品も何らかの形でCO2の削減への取り組みも考えてい

かなくてはなりません。まず当社が行っている「私たちができる小さ

な努力です」をより進めて環境意識を高めていきます。
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品 質 方 針

当社は全てのお客様の期待に応える質の高いサービスの提供を

する。

顧客満足の絶え間ない向上を目指し、製品、そしてサービスの

継続的改善を実践する。

当社の業績向上は、当社の品質管理マネジメントシステムの枠

組みに基づく業務の実行、業務に求められる基準の理解、業務

プロセスの改善、及び絶えず高められる品質目標を満たす事に

より獲得できる。

制定 2006年6月1日

ＪＱＡ-ＱＭＡ
13544
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代表取締役
松村謙三

本 社 米子工場

企画開発グループ
GM

営業チーム
L・SL・C

総務チーム
L・SL・C

製造グループ
GM

製造チーム
L・SL・C

管理チーム
L・SL・C

生産技術チーム
L・SL・C

２０２２年度 ㈱松村合金ダイス研究所 EA21実施体制図

取締役

委員会
3S-S委員長・EA21委員長

委 員

品質管理

生 産

生産技術

業務管理

営 業

経理・総務

ISO・EA21管理
管理責任者・内部監査員

●ＥＡ21の啓発、環境経営計画の管理（記録の
チェック）

●定期的なチェック（３Ｓ、安全）、定期活動及
び不定期活動の計画・準備

●ＩＳＯ9001管理（定期審査、内部監査、文書
の管理など）各委員会の監督管理、ＥＡ21内部監
査
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環境に関する総括責任者
環境経営方針の策定・見直し
環境経営目標・計画の承認

実施体制の確保

環境経営方針、環境経営目
標達成に向けた取り組み

環境管理責任者
代表の補佐

環境管理に関する責任者

代表者
統括責任
必要な経営資源を準備
環境経営方針の策定・見直し
全体の評価と見直し、指示

環境事務局
環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局
各種帳票の作成・データの取りまとめ
環境経営目標・計画書案の作成
環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管
理
環境関連の外部コミュニケーションの窓口
環境経営レポートの作成、公開

委員、部門長
環境経営方針の周知
従業員に対する教育訓練の実施
環境経営目標達成に向けた取組実施
環境関連法規等遵守の取組
緊急事態対応試行訓練の実施・記録
問題点の是正・予防

全従業員
環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加



1.事業署名

株式会社 松村合金ダイス研究所

代表取締役社長 松村謙三

２.所在地

本 社：大阪府東大阪市豊浦町2番2号

米子工場：鳥取県米子市和田町1305番地

Webｻｲﾄ ： http://matsumura-die.co.jp

e-mail : info@matsumura-die.co.jp

3.環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

本社環境管理責任者 ：代表取締役社長 松村 謙三 ・ 松村 幸俊

電話：072-988-3059  ＦＡＸ：072-986-8643

米子工場環境管理責任者：製造グループ 山田 国彦

電話：0859-28-8623 ＦＡＸ：0859-28-5246

4.事業内容（認証・登録の範囲）

電線及びチューブ用の樹脂押出成型金型の設計及び製造

5.事業の規模

合 計米子工場本 社

21名14名7名社員数

７６５㎡３３０㎡延べ床面積

６.事業年度

５月～４月
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□主な環境負荷の実績（全社）

□環境目標及びその実績

2022年度
実績

目標数値単位項 目

38,57439,174kg-CO2二酸化炭素排出量（対象：エネルギー総量）
*電力の二酸化炭素排出量換算係数＝0.407kg-CO2/kWh

457(本社)

510(米子

466(本社)

419(米子)
kg一般廃棄物量排出量（対象：焼却分のみ計上）

3,0152,527kg産業廃棄物排出量

304395㎥水使用量
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※電力の二酸化炭素排出係数は、本社・米子共に0.407kg-CO2/kWhで統一する。

2024年2023年2022年2022年2021年2020年2019年

年 度

項 目

上段：総轄上段：総轄上段：総轄上段：総轄上段：総轄上段：総轄上段：総轄

中段：本社中段：本社中段：本社中段：本社中段：本社中段：本社中段：本社

下段：米子下段：米子下段：米子下段：米子下段：米子下段：米子下段：米子

（目標）（目標）実績（目標）実績実績実績

27,07227,12627,18030,66830,72929,82531,544

kg-CO2
電力の二酸化炭素
排出量削減
(係数：0.407kg-
CO2/kWh

4,1344,1424,1505,9695,9816,3175,172

22,93822,98423,03024,69924,74823,50824,375

99.8%99.8%88.5％99.8％103％96.4％前年度対比)

7,5947,6097,6246,4456,4586,5088,942

kg-CO2
ガソリンの二酸化炭
素排出量削減

6,9296,9436,9565,8165,8285,7518,243

665667668629630757699

99.8%99.8%118.1％99.8％99.2％72.8%前年度対比)

3,7543,7623,7693,6194,0003,0252,106

kg-CO2
灯油の二酸化炭素
排出量削減

8028038051,1501,2541,164581

2,9532,9582,9642,4692,7461,8611,525

99.8%99.8%94.2%99.8%132.2%143.6%前年度対比)

38,37438,45138,57440,73241,24639,35749,598kg-CO2
二酸化炭素
排出量合計



２０２4年２０２3年２０２2年２０２2年２０２1年２０20年２０１9年

年 度

項 目

上段：総轄上段：総轄上段：総轄上段：総轄上段：総轄上段：総轄上段：総轄

中段：本社中段：本社中段：本社中段：本社中段：本社中段：本社中段：本社

下段：米子下段：米子下段：米子下段：米子下段：米子下段：米子下段：米子

（目標）
前年度比

（目標）
前年度比

実績
（目標）
前年度比

実績実績実績

455456457490491468426（kg／年）一般廃棄物の削減
本社

99.8%99.8%93.2%99.8%104.8%109.9%前年度対比)

598599 510 419 420 620 850（kg／年）一般廃棄物の削減
米子

99.8%99.8%121.4%99.8%67.7%72.9%
前年度対比)

2,2012,2062,2102,5272,5321,8602,180（kg／年）
産業廃棄物（金属く
ず）の削減
米子

99.8%99.8%87.3%99.8%136.1%85.3%前年度対比)

00（805）00（230）0（kg／年）
産業廃棄物（混合廃
プラ）の削減
米子

前年度対比)

303.4 303 304 395 396 408 350

（㎥／年）水道水の削減（節
水）

68.9 68.7 69.0 105.8 106 116103

234.5 234.5 235.0 289.4 290 292247

99.8％99.8%76.8%99.8％97.1%112.6%
前年度対比)

本社

99.8％99.8%65.1%99.8％91.4%118.2%
前年度対比)

米子

2,0281,93118391,8461,8282,894本社

製品・サービスへの
環境配慮（修理金
額）千円

（本社）
48回

（米子）
2回

（本社）
48回

（米子）
2回

（本社）
48回

（米子）
2回

（本社）
48回

（米子）
2回

（本社）
48回

（米子）
2回

（本社）
48回

（米子）
2回

（本社）
48回

（米子）
2回

（年）
社会貢献として工場
周辺の清掃を致しま
す

上記の他
＊グリーン購入、製品・サービスへの環境配慮、社会貢献として会社周辺の清掃を目標項目として活動しています。
＊数値は自動計算値を使用のために一の位は変動します。
＊都市ガス・ＬＰＧは含まず
＊表の数値は自動の計算の為、一の位の数値が正確でない場合があります
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□２０２２年度 環境活動の取り組み計画と評価

評価と次年度の取り組み計画
単位

前年度比
達成状況取り組み計画

■本社：目標達成

・次年度目標→99.8％

製造現場の一部閉鎖もありましたが、順調に削減
できています。電気代はますます高騰が懸念され
ます。出来る範囲の努力を今後も進めていただく
ように期待します。

■米子工場：目標未達成

・次年度目標→99.8％

電力料金が1.6倍位になっていた。再度設定温度
を決めて温度管理者を決めた。

◎原単位評価

売上高103.8％に対し84.8％なので、日々の意識
ができていると感じる。

ｋｇ-CO2電力の削減

 節電運動展開
 不要照明の消灯
 クールビズ・ウォームビズ

運動
 工程ロス削減による稼働時

間短縮
 標識・表示による啓発

99.8％30,668目標：総轄

5,969目標：本社

24,699目標：米子

88.5％27,180実績：総轄

4,150実績：本社

23,030実績：米子

原単位
㎏-CO2/万円

今期
1.51

基準年度
1.78

■本社：目標未達成
・次年度目標→99.8％
コロナが5類に変更になり多少お客様の訪問が可
能になりました。ただガソリン価格が高騰し営業
経費に重くのしかかっています。計画的な訪問、
無駄のない訪問を心がけてください。まだまだ厳
しい状況は続きます。

■米子工場：目標達成
・次年度目標→99.8％
外部委託の処理をまとめて運ぶようにしたことと
リサイクル活動を毎週から月2回にして活動を行
った。

◎原単位評価

売上高103.8％に対し110.5％。新型コロナによ
る規制も解消され、移動が増えての結果か。

ｋｇ-CO2ガソリンの削減

 アイドリングストップ
 急加速・急停車の防止

 燃費のよい車の購入（更新
時）

 公共交通機関の利用促進
 表示による啓発

99.8％6,445目標：総轄

5,816目標：本社

629目標：米子

118.1％7,624実績：総轄

6,956実績：本社

668実績：米子

原単位
㎏-CO2/万円

今期
0.42

基準年度
0.38

■本社：目標未達成
次年度目標→99.8％
・必要な場所で必要な時だけなどの高い意識の状
態が続いていると思います。今後も努力を忘れず
に取り組んでいきましょう。

■米子工場：目標未達成
・次年度目標→99.8％
冬場の底冷えは年を取るとかなりこたえるみたい
である、健康管理にも気つけながら注意喚起して
もらう。

◎原単位評価

売上高103.8％に対し91.3％。十分に節約できて
いると感じます。

ｋｇ-CO2灯油使用量の削減

 表示による啓発

 基準温度計を元に室温管理
 ウォームビズの推進

99.8％3,619目標：総轄

1,150目標：本社

2,469目標：米子

94.2％3,769実績：総轄

805実績：本社

2,964実績：米子

原単位
㎏-CO2/万円

今期
0.21

基準年度
0.23

■本社：目標未達成
・次年度目標→99..8％
3S活動がほぼ一巡したのと、裏紙の積極的活用、
両面印刷などの取り組みの成果と思います。

■米子工場：目標達成
・次年度目標→99.8％
ウエスの回収方法を考える必要がある、重さなの
で脂分を含んだウエスは回収せず、乾燥させてか
ら持って行く方法を考える必要がある。

◎原単位評価

売上高は103.8％に対し、本社93.2％、米子工場
142.9％。

kg一般廃棄物の削減

 裏紙使用

 ミスコピーの防止
 分別による古紙のリサイク

ル化
 両面印刷用プリンタ購入
 マイ箸、マイカップ、マイ

水筒運動の推進

99.8％490目標：本社

93.2％457実績：本社

99.8％419目標：米子

142.9%600実績：米子
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評価と次年度の取り組み計画
単位

前年度比
達成状況取り組み計画

■目標達成

出荷実績が低い結果になった。

材料手配も少ない状況が出ていた。

今期、再加工率２．５１％となっている。

廃棄は2年に1回程度で基準年度（前年度）は
排出していない。バッカン一杯になれば排出す
る。廃棄量の把握に努める。

kg産業廃棄物（混合廃プラ）の削
減

生産ロスの低減
材料取りの効率化

—0目標：総轄

—0目標：米子

—(805)実績：総轄

—(805)実績：米子

■本社：目標達成
・次年度目標→99.5％
水道水に関しては3S活動のスパンが伸びたの
と、それ以外に関しては飲料水、手洗い等使用
量は極端に減ってきている。

■米子工場：目標達成
・次年度目標→99.5％
目標は達成されている。
節水意識の現状維持

◎原単位評価

全体的に減少しているので非常に良い。

㎥水道水の削減

節水呼びかけ
シャワーノズル取り付け
表示による啓発

※基準年度及び数値
・本社：2011年 162㎥
・米子：2008年 377㎥

395 目標：総轄

99.8％105.8 目標：本社

99.8％289.4 目標：米子

304 実績：総轄

76.8%69.0 実績：本社

65.1%235.0 実績：米子

■目標達成
グリーン購入に意識した取り組みは続いている

グリーン購入

購入リストの作成
購入物品リストの作成
エコマーク物品の抽出
購入物品の確定
エコカー、エアコンの買い替え

■目標達成
製品・サービスへの環境配慮に関して修理金額
がプラスになっている

梱包資材のリユースの関してはお客様からケー
スの返却を受け再利用している

製品・サービスへの環境配慮

リユースの提案
設計、開発段階での提案
リユース受注のためのＰＲ
（ホームページでの啓発、営業活動でのＰＲ）
修理品受注金額の集計（リユース、リペア）
包装資材のグリーン化と削減
環境負荷物質の使用禁止（梱包ケースをプラスチックからポリエ
チレンに変換）
梱包資材のリユース
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■目標達成
（千円）

製品・サービスへの環境配慮

■修理品販売高
管理場所 本社

101%1,846目標：総轄

1,846目標：本社

100.6%1,839実績：総轄

1,839実績：本社

単位
基準年度比

達成状況取り組み計画

■目標達成
毎週本社目標社会貢献

工場周辺の清掃 本社

工場周辺の共同清掃 米子

100%毎週実績

年2回米子目標

100%2回実績

作業担当者は年2回実施健康診断コバルト及びその他無機化合物の
管理

■管理場所 米子工場
工場内環境測定を年2回実施環境測定

作業主任者選任

発散抑制装置設置

作業記録の30年間保管

2013年1月1日付けで施行された、労働安全施行令等の一部改正により、特定化
学物質の第2分類として「コバルト及びその他無機化合物」が新たに追加された。

作業担当者は3年に1回実施健康診断
粉じんの濃度測定の管理
■管理場所 米子工場

工場内環境測定を年2回実施環境測定

発散抑制装置設置

簡易点検：３カ月に１回
定期点検：7.5kW～50kWの空調機３年に１回以上

フロン排出抑制法
■管理場所 本社、米子工場
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2022年度 CO2排出量の構成比
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2022年度 実績及び計画値グラフ
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2022年度 実績及び計画値グラフ
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□環境関連法規制等の順守状況

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

適用される事項（施設・物質・事業活動等）適用される法規制

一般廃棄物(紙屑・木屑・繊維ｸｽﾞ等)、産業廃棄物

（金属ｸｽﾞ・廃プラ・廃油等）

廃棄物処理法

貯油施設の事故時の対応と届出水質汚濁防止法

フロン類の適切な処理・回収・破壊の工程の確認

空調機の簡易点検・定期点検の実施

フロン排出抑制法

定期点検・水質検査浄化槽法

特定化学物質第２分類物質「コバルト及びその他

無機化合物」

・作業主任者選任 ・作業環境測定

・健康診断 ・発散抑制装置

粉じん防止規則

・粉じん濃度の測定 ・健康診断

労働安全衛生法

2023/6/16に遵守評価の結果

環境関連法規制等の順守状況の評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

17

コロナが２類から５類に変更になり世の中は一定の動きを見せ始めました。しか

し戦争の影響が大きく石油をはじめあらゆる物の高騰が続いています。電気料金

、ガソリン、金属材料、熱処理等す覚ましい値上がりです。エコアクションの取

り組みから少しでも対応できるように努力を行っていかなければなりません。ま

だまだ収束は見えていません、十分に注意して取り組んでいきましょう。

変更の必要性
・環境経営方針：変更なし
・環境経営目標：実績を踏まえて設定
・実施体制：変更なし

□代表者による全体の評価と見直し・指示 実施日：2023年9月5日
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本社３S-S活動

社内改善

新型コロナウィルスも落ち着きを見せてきたので、つ
いたての撤去を行いました。
冷暖房器具の機器がよくなり、快適に過ごせるように
なりました。
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本社３S-S活動

本社 火災訓練

・2022.9.2
火災を想定しての訓練や
消化器の設置位置の確認等を行いました。



米子工場３S-S活動
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2022.7.29
環境測定

コバルト及び粉じん

2022.9.29 2023.3.24
団地一斉清掃



米子工場３S-S活動
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・2022.9.12
米子市消防署員立入検査5年に1回米子市全体の立入検
査に米子工場が選ばれた。
問題なしでした。

米子市消防署員
立入検査



米子工場緊急時対応訓練

22

・2022.6.1
新入社員の入社があったので、手順書に基づいて緊急
対応訓練を行いました。
実施にあたり近隣の企業から2名参加いただきました。
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グリーン購入とは
・買い物の時に、まず必要かどうかを考えて、環境負荷が

できるだけ小さいものを購入する。
・使うときに、長く大切につけるものを選ぶ
・使い終えたら、できるだけごみが少なくなるものを選ぶ

今後もグリーン購入に心がけて努力いたします。

環境省資料より


